
井谷家二代記
～地域の発展につくした父子の軌跡～

ち い き はってん お や こ き せ き

い た に け に だ い き

マン
ガふるさとの偉人

いじん



登場
人物
登場
人物

井
いたに

谷 正
まさよし

吉

土
つちがみ

上 重
じゅうすけ

助土
つちがみ

上 貞
さだえ

枝

大
おおせ

瀬 東
とうさく

作

主
しゅじんこう

人公。旧
きゅうしょうや

庄屋・井
い た に け

谷家の長
ちょうなん

男として生
う

まれる。根
ね

っからの坊
ぼっ

ちゃ

ん気
きしつ

質で、明
あか

るくまっすぐな性
しょうぶん

分。自
じぶ ん

分にとって正
ただ

しいと思
おも

う

ことを、迷
まよ

わず行
こうどう

動できる。

一
いっぽう

方で自
じぶん

分に合
あ

わない事
こと

、いやなことは投
な

げ出
だ

しがちな一
いちめん

面も。

三
み え け ん

重県の養
ようさ ん ぎ し

蚕技師。

愛
えひめけん

媛県に在
ざいしょくちゅう

職中、正
まさみち

命

が結
けっこん

婚を世
せ わ

話する。

土
つちがみ

上重
じゅうすけ

助の妻
つま

。宇
う わ じ ま

和島

出
しゅっしん

身で、父
ちちおや

親と正
まさみち

命が

同
おな

じ郡
ぐんかいぎいん

会議員の仲
なか

。

三
み え け ん

重県七
ななほむら

保村村
そんちょう

長。正
まさよし

吉を

養
ようさん

蚕の技
ぎじゅついん

術員として採
さいよう

用する。

義
ぎむきょういく

務教育と地
ち ほ う じ ち

方自治の先
せんくしゃ

駆者

といわれる。熱
ねっしん

心な化
かがくけんきゅう

学研究

者
しゃ

でもある。
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登場
人物

井
いたに

谷 正
まさみち

命

賀
かがわ

川 豊
とよひこ

彦賀
かがわ

川 春
はる

植
うえむら

村 龍
たつよ

世

井
いたに

谷 和
わかえ

香栄井
いたに

谷 登
ときこ

喜子
りこ婆

ばあ

キリスト教
きょう

社
しゃかいうんどう

会運動

家
か

。貧
ひんみんがい

民街で貧
まず

しい人
ひと

の救
きゅうさいかつどう

済活動を行
おこな

う。

賀
かが わ

川豊
とよひこ

彦の妻
つま

。香
かが わ

川の

活
かつどう

動 を 共
とも

に 支
ささ

え る

社
しゃかいうんどう

会運動家
か

。

キリスト教
きょう

牧師で、賀
かがわとよひこ

川豊彦

の秘
ひし ょ

書。理
りそ う

想の社
しゃかい

会を実
じつげん

現す

るため正
まさよし

吉と行
こうどう

動を共
とも

にする。

正
まさよし

吉の母
はは

。料
りょうり

理も裁
さいほう

縫も完
かん

ぺきにこなす、できた女
じょせい

性。

正
まさよし

吉の姉
あね

。美
びじ ん

人でおしとや

か。生
う

まれつき体
からだ

が弱
よわ

い。

井
い た に け

谷家の使
しようにん

用人。表
おもてうら

裏

なくよく働
はたら

く正
しょうじきもの

直者。

正
まさよし

吉の父
ちち

。二十三歳
さい

で初
しょだい

代日
ひよしむら

吉村村
そんちょう

長となる。

村
むら

の発
はってん

展のために私
しざい

財を投げうち、道
どうろ

路の敷
ふせつ

設、

私
しりつ

立日
ひよしじつぎょうがっこう

吉実業学校の設
せつりつ

立などを行
おこな

う。

地
ちいき

域の人
ひと

たちの生
せいかつ

活と暮
く

らしを守
まも

ることを第
だいいち

一

に考
かんが

え、人
ひと

のために行
こうどう

動することのできる人
じんぶつ

物。
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1

2

日吉小学校
●

日
吉
大
橋

日向谷川日向谷川

下鍵川下鍵川

日吉支所●

駐在所●

日吉夢産地●

●
下鍵山公園

●鬼北町歴史民俗博物館

●
日吉中学校

5

6

4
3

日吉橋

197197

197197

320320

愛媛県愛媛県

鬼北町

八幡浜
大洲

宇和

野村
城川

吉田

宇和島
ズーム

320320

197197

5656

5656 地域
マップ

▲昔の明星ヶ丘

▲現在の鬼北町小倉付近を通過する一行▲現在の鬼北町小倉付近を通過する一行▲昭和10年（1935）の大火を経て、復興した
幸田町
▲昭和10年（1935）の大火を経て、復興した
幸田町

▲石垣で脇を固めた直線の道が川で止まり、橋が
　架かるのを待つだけの状態になっている
▲石垣で脇を固めた直線の道が川で止まり、橋が
　架かるのを待つだけの状態になっている

▲昔の日向谷屋敷

▲井谷家住宅の庭先に立つ、晩年の井谷正吉▲井谷家住宅の庭先に立つ、晩年の井谷正吉
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▲昔の日向谷屋敷

▲井谷家住宅の庭先に立つ、晩年の井谷正吉▲井谷家住宅の庭先に立つ、晩年の井谷正吉

右
みぎてまえ

手前に見
み

える井
い た に け

谷家の裏
うらやま

山から、明
みょうじょうが

星ヶ

丘
おか

一
いったい

帯を見
み お

下ろした写
しゃしん

真。左
ひだり

の大
おお

きな建
たてもの

物

は大
たいしょう

正 3 年（1914）に増
ぞうちく

築された尋
じんじょう

常

小
しょうがっこう

学校の校
こうしゃ

舎です。

日
ひゅうがい

向谷庄
しょうやじょ

屋所・井
い た に け

谷家の旧
きゅうてい

邸。明
めいれき

暦 3年

（1657）～明
めいじ

治 32年（1899）まで243年間、

井
い た に け

谷家の居
きょたく

宅でした。この屋
やしき

敷の一
いちぶ

部を❷

明
みょうじょうがおか

星ヶ丘に移
うつ

したのが、❸井
いたにけじゅうたく

谷家住宅です。

昭
しょうわ

和 2 年（1927）に 4日
か か ん

間かけて、井
いた に

谷

正
まさよし

吉が仲
なか ま

間と共
とも

に宇
う わ じ ま

和島から運
はこ

んだ石
せき ひ

碑。

井
いたにけじゅうたく

谷家住宅の西
にしがわ

側にある、武
ぶ ざ え も ん ひ ろ ば

左衛門広場に

建
こんりゅう

立されました。

マンガの主
しゅじんこう

人公たちが暮
く

らした家
いえ

は、今
いま

も

明
みょうじょうがおか

星ヶ丘に建
た

っています。シンプル・質
しっそ

素

ながらも斬
ざんしん

新な造
つく

りの住
じゅうたく

宅は、現
げんざい

在、

国
くにとうろくゆうけいぶんかざい

登録有形文化財に指
してい

定されています。

❷明
みょうじょうがおか

星ヶ丘

❹武
ぶ ざ え も ん お う

左衛門翁及
および

同
どうししゃ

志者の碑
ひ

❶日
ひゅうがい

向谷屋
やし き

敷

❸井
いたに

谷家
け

住
じゅうたく

宅
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井
いたにまさみち

谷正命の働
はたらき

きで開
かいはつ

発が決
き

まった宇
う わ じ ま

和島－

日
ひよしせん

吉線ですが、下
しもかぎやま

鍵山側
がわ

の道
ど う ろ よ て い ち

路予定地は、

日
ひよしばし

吉橋が架
か

かるまで放
ほうち

置されました。正
まさみち

命

が提
ていきょう

供したその道
ど う ろ よ て い ち

路予定地は、何
なに

もない

様
ようす

子から「井
い た に ば ば

谷馬場」と呼
よ

ばれました。

マンガの中
なか

に出
で

てくる場
ばしょ

所は、

私
わたし

たちの身
みぢ か

近にあります。マ

ンガを読
よ

んだ後
あと

は、地
ち ず

図を

参
さんこう

考に実
じっさい

際に訪
おとず

れたり、昔
むかし

の

写
しゃしん

真と見
みくら

比べてみましょう。

井
いたにまさみち

谷正命が土
とち

地を無
むしょう

償で提
ていきょう

供して造
つく

られた

幸
こうだまち

田町。宇
う わ じ ま

和島－日
ひよしせん

吉線と、日
ひよし

吉－長
ながはません

浜線・

父
ちちのがわせん

野川線の交
こうさてん

差点として、広
ひろ

い十
じゅうじろ

字路沿
ぞ

い

に商
しょうてん

店などの街
まちな

並みが造
つく

られました。

❻井
いたに

谷馬
ば ば

場 ❺幸
こうだまち

田町
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左：正命、右：妻・和香栄

偉人
紹介

道
づ
く
り
・
人
づ
く
り
に
力
を
注
い
だ

父
・
井
谷
正
命

井
谷
正
命

　略
年
譜

左：正命、右：妻・和香栄

偉人
紹介

道
づ
く
り
・
人
づ
く
り
に
力
を
注
い
だ

父
・
井
谷
正
命

井
谷
正
命

　略
年
譜

郡
農
会
長
、
地
方
森
林
会
議
員
等
を
務
め
た
後
、
昭
和
９
年

そ
の
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

正
命
の
生
涯
は
交
通
路
開
発
に
捧
げ
ら
れ
、
宇
和
島
・ 

須
崎
線
、
長
浜
・
日
吉
線
の
道
路
整
備
を
進
め
ま
し
た
。
ま
た
、

鉄
道
誘
致
の
運
動
を
展
開
し
ま
し
た
が
、
政
変
の
た
め
に 

実
現
で
き
ず
、
国
鉄
バ
ス
の
代
行
と
な
り
ま
し
た
。

　

正
命
の
想
い
描
い
た
地
域
発
展
の
基
礎
は
、
山
間
の
村
に

あ
っ
て
は
、
経
済
・
産
業
・
文
化
の
発
展
に
も
道
路
・
鉄
道

な
ど
の
交
通
が
欠
か
せ
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

道
路
整
備
と
共
に
描
い
た
の
が
日
吉
町
の
建
設
で
し
た
。

そ
の
中
心
街
と
す
る
た
め
に
下
鍵
山
幸
田
町
づ
く
り
を
推
し

進
め
ま
し
た
。

　

東
西
に
日
吉
線
（
宇
和
島
・
須
崎
線
）、
南
北
に
野
村
線 

（
長
浜
・
日
吉
線
）
を
配
し
て
十
字
路
と
し
、
18
尺
か
ら
24
尺

幅
の
道
路
を
建
設
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
現
在
の
２
車
線
道
路

の
幅
と
同
等
の
幅
員
で
、
当
時
愛
媛
県
下
で
は
も
っ
と
も 

　

井
谷
正
命
は
慶け
い
お
う應
４
年
（
１
８
６
９
）、
井
谷
為た
め
ひ
ろ祥
の
三
男

に
生
ま
れ
、
幼
名
を
辰と
き
さ
ぶ
ろ
う

三
郎
と
い
い
ま
し
た
。
15
歳
、
吉
田

中
学
校
在
学
中
に
旧
藩
士
今
城
家
の
養
子
と
な
り
ま
し
た
が
、

兄
が
死
去
し
た
た
め
辰
三
郎
が
家
督
を
継
ぎ
、
正
命
と
改
名

し
ま
し
た
。

　

明
治
23
年
（
１
８
９
０
） 

、
日
吉
村
の
発
足
に
伴
い
、
正
命

は
関
西
法
律
学
校
（
の
ち
の
関
西
大
学
）
に
学
び
、
学
問
・

見
識
を
身
に
付
け
た
人
物
と
い
う
こ
と
が
村
民
に
評
価
さ
れ
、

日
吉
村
の
初
代
村
長
に
就
任
し

ま
す
。
正
命
は
道
づ
く
り
・ 

町
づ
く
り
・
人
づ
く
り
を
重
点

施
策
と
し
、
村
長
職
を
明
治
27
年

（
１
８
９
４
）ま
で
務
め
ま
し
た
。

そ
の
後
、
東
宇
和
郡
魚
成
村
村

長
、
愛
媛
県
会
議
員
、
北
宇
和

郡
会
議
長
、
県
農
会
副
会
長
、
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左：正命、右：妻・和香栄

偉人
紹介

道
づ
く
り
・
人
づ
く
り
に
力
を
注
い
だ

父
・
井
谷
正
命

井
谷
正
命

　略
年
譜

慶
應
４
年

明
治
14
年

明
治
18
年

明
治
23
年

明
治
25
年

明
治
26
年

明
治
29
年

明
治
32
年

明
治
35
年

明
治
39
年

明
治
44
年

大
正
２
年

大
正
４
年

大
正
８
年

昭
和
９
年

庄
屋
・
井
谷
家
の
三
男
に
生
ま
れ
る
。
幼
名
・
辰
三
郎
。

吉
田
中
学
校
在
学
中
、
三
間
村
の
旧
藩
士
・
今
城
家
の

養
子
と
な
る
。

兄
が
死
去
し
た
た
め
井
谷
家
に
戻
り
、
家
督
を
継
ぐ
。

日
吉
村
の
初
代
村
長
と
な
る
。

和
香
栄
と
結
婚
。

宇
和
島
須
崎
線
道
路
改
修
運
動
を
始
め
、
陳
情
書
を
県

に
提
出
す
る
。

日
吉
村
会
議
員
と
な
る
。

北
宇
和
郡
会
議
員
と
な
る
。

道
路
整
備
に
伴
う
政
治
的
な
争
い
の
た
め
、
郡
会
議
員

を
辞
職
。
同
年
、
郡
役
所
吏
員
と
な
る
。
所
有
地
を
無

償
提
供
し
、
道
路
建
設
を
推
進
。
こ
の
頃
下
鍵
山
集
落

の
街
並
み
造
成
。

私
立
日
吉
実
業
学
校
設
立
。
愛
媛
県
会
議
員
と
な
る
。

鉄
道
誘
致
運
動
を
始
め
る
。

日
吉
村
会
議
員
、
お
よ
び
日
吉
郵
便
局
長
と
な
る
。

宇
和
島
・
日
吉
道
路
開
通
。

私
立
日
吉
実
業
学
校
廃
校
。

武
左
衛
門
の
顕
彰
碑
を
つ
く
る
が
、
資
金
不
足
で
日
吉

村
ま
で
運
べ
ず
宇
和
島
港
に
放
置
す
る
。

死
去
。
67
歳
。
村
葬
に
二
千
人
余
り
が
参
列
す
る
。

広
い
道
路
で
し
た
。

　

正
命
は
、先
祖
伝
来
の
所
有
田
地
を
無
償
で
開
放
し
、ま
た
、

家
屋
を
新
築
し
て
移
住
者
に
与
え
る
な
ど
、
私
財
を
投
じ
て

地
域
の
発
展
の
た
め
に
尽
く
し
ま
し
た
。

　

正
命
が
道
路
建
設
と
町
づ
く
り
に
合
わ
せ
て
力
を
注
い
だ

の
が
人
づ
く
り
、
す
な
わ
ち
教
育
で
し
た
。
そ
れ
は
、
村
の

発
展
の
た
め
に
は
産
業
の
発
展
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め

人
材
の
育
成
が
必
要
と
の
考
え
が
あ
り
ま
し
た
。
明
治
23
年

（
１
８
９
０
） 

に
農
林
業
を
学
ぶ
実
業
学
校
の
設
立
を
立
案
。

そ
の
後
、
郡
会
議
員
で
あ
っ
た
正
命
は
実
業
学
家
の
自
宅
を

学
校
と
し
て
開
放
し
、
正
命
自
ら
ま
た
妻
の
和
香
栄
も
教
師

を
務
め
ま
し
た
。
開
設
か
ら
大
正
４
年
（
１
９
１
５
）
の 

閉
校
に
至
る
ま
で
、
村
内
80
名
、
村
外
11
名
が
学
び
、
そ
の

後
の
村
の
教
育
に
大
き
な
影
響
を
残
し
ま
し
た
。
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偉人
紹介

明
星
ヶ
丘
を
拠
点
と
し
て

小
作
人
や
労
働
者
の
た
め
に
闘
っ
た

息
子
・
井
谷
正
吉

井
谷
正
吉

　略
年
譜

後列左：妹・清子、右：姉・登喜子
前列左：正吉、右：弟・正巳

こ
こ
で
正
吉
は
政
治
運
動
や
青
年
教
育
を
行
い
、
男
女
平
等
の

「
七
保
村
青
年
団
」
の
結
成
や
、
農
村
問
題
を
研
究
す
る
「
土
民

協
会
」
を
組
織
し
ま
す
。
大
瀬
村
長
は
三
重
県
町
村
長
会
を 

初
め
て
作
り
、
続
い
て
全
国
町
村
会
を
組
織
し
て
義
務
教
育
費

の
全
額
国
庫
負
担
運
動
を
起
こ
し
ま
し
た
。
正
吉
は
大
瀬
に 

学
び
、
時
に
は
助
け
、
３
年
間
を
三
重
で
過
ご
し
ま
し
た
。

　

こ
の
頃
、
正
吉
は
、
丘
浅
次
郎
博
士
に
も
師
事
し
て
進
化
論

を
研
究
、
生
物
学
を
社
会
科
学
に
結
び
付
け
て
社
会
改
造
論
に

発
展
さ
せ
る
と
い
う
「
井
谷
イ
ズ
ム
」
を
生
み
ま
す
。
ま
た
、 

賀
川
豊
彦
、
堺
利
彦
、
山
川
均
、
阿
部
磯
雄
た
ち
と
も
交
わ
り
、

社
会
運
動
活
動
に
専
念
し
て
い
き
ま
す
。

　

大
正
11
年
（
１
９
２
２
）
５
月
１
日
、
正
吉
は
日
吉
村
の 

明
星
ヶ
丘
で
四
国
最
初
の
メ
ー
デ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
と

き
、
労
働
者
や
農
民
ら
34
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

正
吉
は
、「
明
星
ヶ
丘
我
等
の
村
」
を
つ
く
り
、
農
民
・
労
働

者
運
動
、
部
落
解
放
運
動
、
地
方
自
治
運
動
を
行
い
、
各
地
で

　

井
谷
正
吉
は
、
明
治
29
年
（
１
８
６
９
）、
井
谷
家
の
長
男
と

し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
父
・
正
命
の
公
共
投
資
で
家
財
の
多
く

が
失
わ
れ
、
幼
少
の
頃
か
ら
実
に
質
素
な
環
境
で
育
ち
ま
し
た
。

日
吉
村
尋
常
小
学
校
、
私
立
日
吉
実
業
学
校
、
東
宇
和
郡
農
蚕

学
校
に
学
ん
だ
の
ち
、
大
正
３
年
（
１
９
１
４
）
に
第
一
次 

世
界
大
戦
が
勃
発
、
正
吉
も
松
山
第
二
二
聯れ

ん
た
い隊
に
一
年
志
願
兵

と
し
て
服
役
し
ま
す
。
そ
の
後
、
父
・
正
命
の
指
図
に
よ
り 

北
宇
和
郡
役
所
土
木
課
に
勤
務
し
ま
す
。

　

正
吉
の
転
機
と
な
っ
た
の
は
、
三
重
県
七な
な
ほ保

村
の
村
長 

大お
お
せ
と
う
さ
く

瀬
東
作
と
の
出
会
い
で
し

た
。
大
瀬
村
長
は
、
知
人
の

紹
介
で
や
っ
て
き
た
正
吉

を
、
村
長
職
よ
り
も
20
円 

高
い
月
給
70
円
で
農
業
技
術

員
・
農
業
補
習
学
校
教
師
と

し
て
採
用
し
ま
し
た
。
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偉人
紹介

明
星
ヶ
丘
を
拠
点
と
し
て

小
作
人
や
労
働
者
の
た
め
に
闘
っ
た

息
子
・
井
谷
正
吉

井
谷
正
吉

　略
年
譜

後列左：妹・清子、右：姉・登喜子
前列左：正吉、右：弟・正巳

明
治
29
年

明
治
41
年

明
治
44
年

大
正
５
年

大
正
７
年

大
正
８
年

大
正
９
年

大
正
11
年

大
正
12
年

昭
和
２
年

昭
和
20
年

昭
和
22
年

昭
和
42
年

昭
和
44
年

昭
和
46
年

昭
和
51
年

父
・
正
命
、
母
・
和
香
栄
の
も
と
、
長
男
と
し
て
誕
生
。

日
吉
実
業
学
校
入
学
。

東
宇
和
郡
立
農
蚕
学
校
に
入
学
。

松
山
第
二
十
二
聯
隊
に
一
念
志
願
兵
と
し
て
入
隊
。

北
宇
和
郡
役
所
土
木
課
に
勤
務
。

三
重
県
度わ
た
ら
い会

郡
七
保
村
の
村
長
・
大
瀬
東
作
と
出
会
う
。

同
村
の
農
事
技
術
員
と
し
て
勤
務
。

七
保
村
農
業
補
習
学
校
の
教
師
を
兼
ね
、
青
年
団
を
結

成
し
、
土
民
協
会
を
組
織
。
新
聞
「
森
の
さ
さ
や
き
」

を
自
費
刊
行
す
る
。

日
吉
村
で
「
明
星
ヶ
丘
我
等
の
村
」
を
つ
く
り
、
四
国

初
の
メ
ー
デ
ー
を
挙
行
す
る
。

明
星
ヶ
丘
で
連
続
講
座
を
開
催
。
日
吉
村
職
工
組
合
を

つ
く
り
、
小
作
争
議
を
指
導
。

武
左
衛
門
碑
を
日
吉
村
に
建
立
。

日
本
社
会
党
の
結
党
に
参
加
し
、
中
央
委
員
、
県
連
顧

問
と
な
る
。

衆
議
院
議
員
と
な
る
。以
降
３
回
、衆
議
院
議
員
に
当
選
。

政
界
第
一
線
を
引
退
。

勲
三
等
旭
日
中
綬
章
を
授
与
さ
れ
る
。

愛
媛
県
功
労
賞
、
日
吉
村
名
誉
村
民
。

死
去
。
79
歳
。
村
葬
が
執
り
行
わ
れ
る
。

講
演
会
を
催
す
な
ど
の
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

ま
た
義
農
武
左
衛
門
及
び
同
志
者
碑
（
鬼
北
町
指
定
文
化
財
）

は
、
正
吉
が
中
心
と
な
っ
て
南
予
の
農
民
・
労
働
者
が
団
結
し
、

明
星
ヶ
丘
へ
と
運
搬
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
碑
の
建
立
は
、
父
・

正
命
が
発
起
し
、
山
口
県
か
ら
石
材
を
取
り
寄
せ
ま
し
た
が
、 

資
金
不
足
で
宇
和
島
港
に
放
置
さ
れ
た
ま
ま
で
し
た
。
正
吉
は

こ
の
碑
を
建
立
す
る
こ
と
で「
民
衆
の
村
」の
象
徴
と
し
ま
し
た
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
が
終
わ
る
と
、
正
吉
は
日
本
社
会
党
の 

結
党
に
参
加
。
昭
和
42
年
（
１
９
２
７
）
ま
で
に
４
回
当
選
し
、

国
政
に
参
与
し
ま
し
た
。
政
界
を
引
退
後
、
勲
三
等

旭き
ょ
く
じ
つ
ち
ゅ
う
じ
ゅ
し
ょ
う

日
中
綬
章
、
愛
媛
県
功
労
賞
、
日
吉
村
名
誉
村
民
、
日
本

農
民
運
動
に
貢
献
し
た
こ
と
を
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
51
年

（
１
９
７
６
）
２
月
10
日
に
永
眠
、
村
葬
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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）
を
加
工
し
て
作
成

05
『
浪
花
名
勝
』（1910

）
光
村
出
版
部
（https://dl.ndl.go.jp/pid/765844

）
を
加
工
し
て
作
成

06
大
阪
府 

編
（1914

）『
大
阪
府
写
真
帖
』
大
阪
府
（https://dl.ndl.go.jp/pid/966056 

）
を
加
工
し
て
作
成

07
賀
川
豊
彦
（1915

）『
貧
民
心
理
の
研
究
』
警
醒
社
書
店
（https://dl.ndl.go.jp/pid/953915

）
を
加
工
し
て
作
成

08
田
山
宗
尭
（1912

）『
日
本
写
真
帖
』
と
も
ゑ
商
会 （https://dl.ndl.go.jp/pid/762376 

）
を
加
工
し
て
作
成
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マンガふるさとの偉人

井谷家二代記 

―地域の発展につくした父子の軌跡―
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